
平成 29 年 12 月吉日 

関係者各位 

 

愛媛大学防災情報研究センター長 森脇 亮 

 

「シンポジウム：地域ニーズに応えるインフラ再生技術者の育成」 

開催のご案内 

 

拝啓 年の瀬もいよいよ押し詰まり皆さまにおかれましては、ますますご清祥のことと心よりお

慶び申し上げます。 

さて、愛媛大学で行っております「平成 29 年度社会基盤メンテナンスエキスパート（ME）養

成講座」も滞りなく終わり、準備から実施に際しましては皆様から多大なご協力を賜り厚く御礼

申し上げます。 

このたび、下記の通り「シンポジウム：地域ニーズに応えるインフラ再生技術者の育成」（別紙

会告）を開催したくご案内いたします。 

 ご多用のところ誠に恐縮ではございますが、何卒ご参加賜りたくご案内申し上げます。 

敬具 

 

 記  

 

 日 時  平成 30 年 1 月 12 日(金) 13 時 30 分～ 

 会 場  愛媛大学城北キャンパス内南加記念ホール（別紙Ａ参照） 

（交流会：愛媛大学城北キャンパス内 校友会館１階 haco） 

 定員   250 名（シンポジウム） 

 参加費  講演会は無料（交流会に参加される方は 3,500 円） 

 申込方法 申込用紙（別紙Ｂ）に氏名，所属，連絡先等をご記入の上、メールか FAX にてお

申し込みください（締め切り 12/25(月)；以降も残席があれば受け付けます）。 

 申込先･問合先 愛媛大学防災情報研究センター 事務局：中田・向井 

〒790-8577 愛媛県松山市文京町 3 番 

E-mail：kensien@stu.ehime-u.ac.jp 

TEL:（089）927-9021 FAX：（089）927-8820 

（参加証の発行等の連絡はいたしませんので，当日会場の受付にお越しください。なお，定員

に達した場合にのみ，参加お断りの連絡をさせていただきます。ご了承ください。） 



シンポジウム：地域ニーズに応えるインフラ再生技術者の育成 

 “道路橋の寿命と維持管理”が論じられ始めた 1990 年代中頃からおよそ四半世紀が経過した。

その間に，高度経済成長期に建設され，1970 年代をピークに分布する多数の橋梁が急速に建設後

50 年の高齢を迎える日が目前に迫った。その橋梁の割合は 10 年後には全国で約半数に急増する。

そして四国地域における状況はさらに高い比率を示すと言われている。 

2014 年度に開設された「社会基盤メンテナンスエキスパート（ME）養成講座」（地域ニーズに

応えるインフラ再生技術者育成のためのカリキュラム）は，四国地域の社会基盤の高齢・老朽化

に適切に対処するために，産官学協働のもとで“地域ニーズに応えるインフラ再生技術者の育成”

を進めている。また 2016 年度には SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）「インフラ維持

管理・更新・マネジメント技術」事業にも採択され，地域ニーズに応える革新的な点検支援シス

テムに関する研究開発も進めている。 

本シンポジウムは，現代社会が進めようとしている社会基盤メンテナンスへの取り組みに対し，

その歴史上の起点より今後の進むべき方向と将来のあるべき姿を予見し，愛媛そして四国地域の

ニーズに応える人材の育成や新技術の導入などを論じ，次世代へ礎石を残す機会とする。 

 

主 催：愛媛大学防災情報研究センター，愛媛社会基盤メンテナンス推進協議会 

後 援（調整中）：土木学会四国支部，インフラメンテナンス国民会議 
 

開催日：平成 30 年 1 月 12 日（金） 13:30～17:05 

会 場：愛媛大学城北キャンパス内南加記念ホール 

定 員：250 名（先着順）  参加料：無料   CPD，CPDS プログラム（申請中） 
 

プログラム： 司会 愛媛大学防災情報研究センター 山本浩司 

13:30～13:35 開会挨拶 愛媛大学防災情報研究センター長 森脇 亮 

講 演 

13:35～14:05 四国における社会基盤メンテナンスの現状と課題（仮題） 

  国土交通省四国地方整備局 企画部長 野﨑智文氏 

14:05～14:35 愛媛県における社会基盤メンテナンスの現状と課題（仮題） 

  愛媛県 土木部長 樋口志朗氏 

特別講演 

14:50～15:50 ４年目に入ったインフラメンテナンス ～見えてきた課題と新技術～ 

  国立研究開発法人 土木研究所 理事長 西川和廣氏 

報 告 

16:00～16:30 インフラ維持管理の人材育成と新技術の地域実装 

愛媛大学大学院理工学研究科 准教授 全 邦釘 

16:30～17:00 「愛媛 ME の会」の活動 愛媛 ME の会 

17:00～17:05 閉会挨拶 愛媛大学防災情報研究センター 特命教授 矢田部 龍一 

 

※17:30～ 情報交換会 haco（愛媛大学城北キャンパス内 校友会館１階） 

会 告 



 会 場  

愛媛大学城北キャンパス内 ( 愛媛県松山市文京町 3番 ) 

① シンポジウム会場  ： 南加記念ホール 

② 交流会： 愛媛大学城北キャンパス内 校友会館１階 haco 

 

※学内の駐車場は利用できません。公共交通機関を利用してください。 

（JR 松山駅前からは市内電車環状線①，松山市駅からは環状線②に乗車し， 

鉄砲町又は赤十字病院前にて下車） 

 

 

 

② 

① 

別紙Ａ 



シンポジウム：地域ニーズに応えるインフラ再生技術者の育成 申込書 

 

送付先 愛媛大学防災情報研究センター 

  E-mail：kensien@stu.ehime-u.ac.jp 

 FAX： （089）927-8820 

お名前
フ リ ガ ナ

 所属･役職 
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電話番号 

 (例)防災
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 せん
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太

タ

 
愛媛大学防災情報研究センター 

副理事 
○ ○ 

bousai@dami.ehime-u.ac.jp 

012-345-6789 
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注：交流会参加料 3,500 円（当日徴収します） 

別紙Ｂ 


